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春になったら我が家に新しい命がやってくることになっています。

26 年前に我が家にやってきた彼女が、今、新しい命を育んでいます。

子育てと同時に少しずつ大人になれましたよね。どこにも責任転嫁

できないいろいろな問題をちょっとずつ消化しながら。

長女の誕生を、手放しで喜んでくれた夫の母のように、私も手放し

で喜んでやりたいと思っています。ようこそ私たちのところにと。

そして気持ちにゆとりがなくて、くねくねしてしまった子育てを少し

取り消させてください。

無条件にうれしいことがあると素敵ですよね。

代表取締役　中山雅美



私がまだうら若き乙女、もとい女子高生だったころ、バレンタインデーというのはクリスマスと並ぶ一大イ

ベントでした。愛読していたティーン誌には「手作りスイーツで彼のハートを射止める！」とか、「バレンタ

インデート必勝法★」とか、お花畑全開の見出しが躍っていて、すっかりその気になった私は、当時お付き合

いしていた彼に渡すべく、前日に夜なべしてチョコ味のシフォンケーキを焼きました。

当日、ケーキにリボンを結んだりカードを書いたり、「男の子が好きなのは、やっぱりワンピ」という雑誌記

事を鵜呑みにしてワンピースを着てみたり、家中をバタバタ走り回っていると、いつの間にか帰宅していた

姉が余ったケーキを指さして「それ、いらないんならちょうだい」と言うのです。食べるのかと思って「いいよ」

と言うと、姉はそれをタッパーにぎゅうぎゅうに詰め、「じゃ、デート行ってくるわ」とさっさと出掛けてい

きました。

「ケーキおいしかった～。すごいねって言われたから、思わず『うん』って言っちゃった（^▽^;）」と姉から送ら

れてきたメールを読みながら、嬉しいような、何か納得いかないような、複雑なきもち。

それから数年後、姉はその彼とめでたくゴールイン。一方、あんなに張り切っていた私の恋愛はいともあっ

さり終わりを告げました。今はまだ姉のお腹の中にいる甥っ子が大きくなったら、一緒にケーキでも焼きな

がら、あの日の話を教えてやろうと思っている私です。でも、その前に引っ越しで行方不明になったケーキ

型を探さなくては！

毎年私の家ではバレンタインに女性陣（母、三姉妹）から

父にチョコレートを渡します。

浪人した年は、少しでも父の機嫌をとろうと誰にも負け

ないチョコを渡すことに決めました。ありきたりのもの

では家族に負けてしまうから、インパクトのあるチョコレー

トじゃないとだめだと思い、考えついたのがハート型のチョ

コに「LOVE　父」と入れるという作戦でした。

浪人生の私は、チョコレートを作る暇があるならば勉強

した方がいい、ともっともな言い訳を自分につけ、洋菓子

店に駆け込みました。

しかし、実際に口に出して店員にお願いするとなると、な

んと恥ずかしいことか・・・。「LOVE　父と書いてください！」

となんて、思春期真っ盛りの私には恥ずかしすぎて言い

出せない・・・。

「はい？もう一度言ってもらっていいですか？」と店員に

何度も尋ねられながら、他のお客さんに聞こえないよう

に何とか小声でぼそぼそと伝え、チョコをつかんで逃げ

るようにお店をあとにしました。

そのチョコレート、父は何気なく受け取って

くれたのですが、なかなか手をつけなかっ

たようです。嬉しくて取っておかれたのか、

はたまたやはり父も気恥ずかしくて手をつ

けられなかったのか・・・、今も恥ずかしくて真

意は謎のままです。

バレンタインというとこころときめくイベント

ですが、女子も男子も皆このイベントに夢中に

なる思春期、料理の苦手な私は一人この行事を

疎ましく思っていました。

そんな高校二年生のバレンタインの近づいたあ

る日、コンビニでチョコレート菓子を買ったら箱の

ふたの裏に、チョコレートを使ったお菓子のレシピが載って

いました。それは溶かしたチョコレートにラングドシャとい

うさくさくしたビスケットを砕いたものとアーモンドスラ

イスを混ぜ、ぎざぎざした形を残しつつトリュフの形に丸く

してココアパウダーをふりかけ、あとは冷蔵庫で冷まして固

まるのを待つだけという、なんとも見栄えもする上にらくち

んなレシピでした。

その年、これを早速当時付き合っていた彼氏にラッピングし

て渡したところ、大好評！

美味しく食べられて労力もかけたようにうまく見せられま

した。

それからというもの、彼氏が変わってもこの手抜きチョコレー

トを作り、毎年大絶賛を受けていました。

海老で鯛を釣ったことも一度や二度ではありません。

さすがにチョコレートを溶かして型に入れただけの手作りチョ

コは、手を抜いていると分かるかもしれませんが、すこしは手

が込んでいるかな？と思わせるような手作りチョコも、よく

よく見てみてください。案外わかりませんよ。

まあ、手先の不器用な私なりにはこれでもチョコレートとコ

コアパウダーでどろんこになりながら最大限頑張ったので

すけどね．．．


